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感情辞書構築の有効性検証
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研究背景

➢近年コミュニケーションロボットの需要が高
まっている

➢対話システムと人との自然なコミュニケー
ションの実現が求められている

➢人との自然な対話の実現において、感情情報
は必要不可欠
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対話システムの問題点

➢対話の際に感じる心理的抵抗感や発話が
機械的

➢解決する方法の一つとして、感情を考慮
した対話の実現が考えられている[1][2]
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感情を考慮する対話システム

➢感情判断器を組み込むことで、対話システム
は感情値の違いによる文章生成を行う
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感情値
現在の感情状態を表す値

1.文入力
2.文を判断器に入力
3.ラベルを元に感情値に変換
4.結果を対話システム返す
5.返答を返す

感情判断器から出力された値
からラベルを元に感情値に変
換し対話システムに返す



感情を考慮する対話システム

➢感情判断器を組み込むことで、対話システム
は感情値の違いによる文章生成を行う

5

感情値
現在の感情状態を表す値

1.文入力
2.文を判断器に入力
3.ラベルを元に感情値に変換
4.結果を対話システム返す
5.返答を返す

感情判断器から出力された値
からラベルを元に感情値に変
換し対話システムに返す



研究目的

➢対話システムから受け取った入力文から感情
を判断し、対話システムに感情値を返す

➢データセットを作りLSTMを用いて感情判断器
を作成する
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感情辞書の現状と問題

➢感情語の辞書を作るのには、多くの時間と労力を必
要とする

➢辞書は特定の感情モデルに依存する
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関連研究1[3] 関連研究2[4] 本研究[5]

人手による
ラベリング

人手による
ラベリング

自動ラベリング

専門家3人が決定した
ラベルの平均

学生20人が決定した
i番目に多いラベルの割合

文章に含まれる
顔文字を元にラベリング

件数 約2千 約1千 約7万

辞書内容 ラベル,ルビ,単語 ラベル,文章,意図 ラベル,文章
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感情辞書の構築手法

約7万9千件
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データイメージ
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データの作成

デーセット

0,息子 に 『 はい 、 ママ 、 金メダ
ル』って 保護者カード 首にかけ て
もらっ た 。
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4,昨日 食材 買い込ん だ のに 米 が ない

7,学校 が 終わっ て サンタ さん を 待ち
期待を 味わった 後また学校 に行く
の か … ？ 私 は クリスマス は 学校 休
む ぜ …

6 怒り

7 期待

3 驚き

4 悲しみ

5 嫌悪

0 喜び

1 信頼

2 恐れ形態素解析

Twitter

「ありがとうございます！(^^)」

「0,ありがとうございます！」

文章取得

「0,ありがとう/ござい/ます/！」

形態素解析

(MeCab)

「0,ありがとう ござい ます ！」

例：喜びの顔文字「(^^)」が含まれ文章を取得
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辞書構築自動化のメリット

➢辞書を自動で構築できること
➢従来手法は、高コストであり、個人差が出る
➢また、辞書の再構築や部分修正といったメンテナ
ンスが容易ではない[6]

➢任意の感情をその都度抽出できること
➢推定可能な感情の種類を限定した方法では、シス
テム用途が限られてしまう

[6] 熊本忠彦,田中克己.Web ニュース記事からの喜怒哀楽抽出.情報処理学会研究報告,pp.15-20.NL-165, (2005).



研究の概要[7]

➢データセット

➢TwitterAPIから集めたオリジナルの辞書

➢形態素解析

➢MeCab

➢学習

➢LSTMネットワーク

14[7] 大澤泰我,ケネスマッキン,永井保夫.文脈から感情を分析するための感情判断器の検討.第 19 回情報科学技術フォーラム.F-026,(2020).
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感情辞書構築の有効性検証
➢感情を含む文章を実際に人が分類・決定し、
文章データの正解ラベルと人が判断した感情
表現が一致しているかの検証

➢アンケート形式
➢感情辞書から各感情表現につき2件ずつランダム
に文章を選ぶ
➢正解ラベルを伏せて、アンケート調査を行う
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検証手法

一致数
アンケートの回答が、
文章データに対応する
正解ラベルと一致した数

比較



検証結果
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一致率
回答数と一致数の比率

一致数
アンケートの回答が、
文章データに対応する
正解ラベルと一致した数

回答数
各感情表現２件ずつの
文章データに対しての

回答数



考察
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考察
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考察
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考察

➢ Twitterの文章データから感情表現を決定する際に
使う顔文字の選択が重要 22



結論

➢ Twitterからの顔文字を用いた感情辞書の構築は、
文章データから感情表現を決定する際に使う顔文字
の選択が重要である

23



結論

➢ Twitterからの顔文字を用いた感情辞書の構築は、
文章データから感情表現を決定する際に使う顔文字
の選択が重要である
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今後の予定
➢顔文字を用いた感情辞書構築における顔文字と文章
データに含まれる感情の差異について
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